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こ
の
「
立
山
温
泉
遊
記
」
は
大
正
六
年
七
月
十
七
日
か
ら
同
二
十
日
ま
で
の
三
泊

四
日
の
立
山
温
泉
行
の
記
録
で
、
同
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
十
一
回

に
わ
た
り
富
山
日
報
紙
面
に
コ
ラ
ム
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
「
白
門
生
」
と
あ
り
、
他
二
新
聞
社
と
の
合
同
取
材
行
で
あ
っ
た
様
で
北

陸
政
報
の
魚
住
記
者
、
タ
イ
ム
ス
の
渋
谷
記
者
の
名
は
文
中
よ
り
伺
え
る
の
だ
が
、

筆
名
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

八
十
六
年
も
前
の
、
富
山
か
ら
立
山
温
泉
に
至
る
ま
で
の
道
筋
に
沿
っ
た
山
村
の

情
景
風
俗
が
簡
潔
な
味
わ
い
深
い
文
章
で
活
写
さ
れ
、
更
に
常
願
寺
川
最
奥
の
砂
防

工
事
事
情
や
、
往
時
の
立
山
温
泉
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
て
、
鮮
や
か
に
昔

日
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
る
。

、

。

※
旧
か
な
使
い
は

原
文
の
味
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
と
し
た
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立
山
温
泉
遊
記

（
一
）
横
江
ま
で

▼

立
山
温
泉
は
今
回
十
万
円
の
株
式
会
社
と
な
り
、
今
後
大
に
設
備
を
改
善

◎し
て
発
展
を
試
む
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
立
山
の
山
開
き
を
せ
ぬ
前
、

温
泉
の
静
か
な
時
に
是
非
記
者
団
の
視
察
を
願
ひ
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

立
山
温
泉
と
云
へ
ば
芦
峅
か
ら
尚
五
里
も
山
奥
に
あ
り
、
小
川
温
泉
な
ど
へ

行
く
や
ふ
な
軽
易
な
訳
に
は
行
か
ぬ
、
此
の
温
泉
に
行
け
ば
県
の
大
事
業
た

る
常
願
寺
川
砂
防
工
事
視
察
の
便
宜
も
あ
る
の
で
、
他
社
の
諸
君
も
意
大
に

動
い
た
、
余
は
昨
年
ザ
ラ
峠
か
ら
針
ノ
木
越
を
や
る
に
際
し
、
立
山
温
泉
に

立
寄
り
又
砂
防
工
事
も
視
察
し
た
か
ら
、
敢
て
珍
し
い
事
は
な
い
が
、
元
来

余
は
山
岳
跋
渉
は
飯
よ
り
好
き
と
云
ふ
性
癖
で
あ
る
の
で
快
く
承
諾
し
た
。

我
一
行
は
、
北
陸
政
報
の
魚
住
君
、
タ
イ
ム
ス
の
渋
谷
君
、
及
余
の
三
人

◎で
、
高
岡
新
報
の
方
は
急
に
用
向
が
出
来
て
果
さ
な
か
っ
た
、
三
人
は
十
七

日
午
後
零
時
四
十
分
富
山
発
の
下
り
列
車
で
出
発
し
た
、
草
鞋
も
笠
も
皆
芦

峅
で
用
意
す
る
と
云
ふ
の
で
、
渋
谷
君
と
余
は
靴
、
魚
住
君
は
羽
織
袴
に
下

駄
と
云
ふ
扮
装
で
あ
る
。

滑
川
に
着
す
る
と
、
立
山
軽
鉄
の
青
山
君
、
滑
川
商
工
会
の
八
尾
君
及
我

◎社
の
宮
崎
君
な
ど
が
出
迎
は
れ
而
し
て
八
尾
君
は
我
々
に
滑
川
の
名
所
絵
葉

書
及
同
町
二
大
奇
観
の
冊
子
を
贈
ら
れ
た
、
我
々
は
直
ち
に
立
山
軽
鉄
に
乗

換
へ
た
が
、
三
君
も
我
々
を
見
送
る
為
め
同
車
せ
ら
れ
、
八
尾
君
は
中
滑
川

で
下
車
さ
れ
た
が
、
青
山
宮
崎
両
君
は
五
百
石
駅
ま
で
同
車
さ
れ
た
。
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、

、

◎
二
時
過
ぎ
五
百
石
駅
へ
着
く
と
温
泉
関
係
者
の
杉
木
信
行

金
木
冶
一
郎

菅
原
徳
太
郎
の
諸
氏
が
出
迎
は
れ
た
、
駅
前
の
茶
屋
で
氷
水
に
渇
を

し
、

醫

汗
を

め
た
上
俥
に
乗
っ
て
出
立
し
た
、
杉
木
菅
原
両
君
は
温
泉
案
内
の
為

斂

、

、

に
同
行
さ
れ
た

此
日
は
可
な
り
暑
い
日
で
車
上
に
あ
っ
て
も
汗
が
流
れ
る

箸
箱
の
や
う
に
細
長
い
町
を
南
へ
南
へ
と
行
く
、
道
路
が
悪
い
上
に
上
り
坂

、

、

、

と
来
て
居
る
か
ら

車
夫
は
一
方
な
ら
ず
苦
し
む

間
も
な
く
町
を
離
れ
た

道
は
益
々
悪
く
、
岩
礁
の
や
う
な
石
が
道
の
真
中
に
累
々
と
し
て
散
在
し
、

俥
を
提
灯
の
や
う
に
振
り
、
又
セ
メ
ン
ト
の
灰
の
や
う
な
粉
砂
が
深
さ
一
二

寸
も
あ
っ
て
、
車
の
轍
に
つ
い
て
煙
の
や
う
に
立
揚
が
る
、
俥
は
牛
歩
遅
々

と
し
て
進
ま
ぬ
。

途
中
釜
ヶ
淵
の
信
用
組
合
で
休
憩
し
た
此
組
合
は
其
筋
か
ら
表
彰
さ
れ
た

◎模
範
組
合
で
、
床
に
は
平
田
東
助
子
の
書
い
た
幅
が
懸
っ
て
居
る
、
理
事
金

山
政
範
君
が
出
て
一
行
を
歓
待
さ
れ
た
、
一
行
は
再
び
俥
に
乗
っ
て
南
進
を

続
け
、
立
山
村
宮
路
の
宮
で
二
度
目
の
休
憩
を
為
し
、
其
れ
か
ら
金
山
従
革

氏
邸
の
前
を
通
り
一
二
の
部
落
を
過
ぎ
て
横
江
と
云
ふ
処
に
着
き
地
蔵
堂
傍

、

、

の
茶
屋
で
三
度
休
憩
し
た

車
夫
は
之
れ
よ
り
先
は
俥
は
行
か
れ
ぬ
と
云
ふ

芦
峅
ま
で
ま
だ
二
里
も
あ
る
、
最
初
我
々
は
芦
峅
ま
で
俥
で
行
け
る
と
聞
い

当
惑
し
た
が
致
し
方
が
無
い
、
依
っ
て
此
処
で
草

て
居
た
の
に
茲
に
至
っ
て

鞋
に
履
換
へ
、
人
夫
を
雇
っ
て
手
荷
物
を
背
負
は
せ
、
一
行
五
人
勇
を
鼓
し

て
膝
栗
毛
に
鞭
っ
た
。

立
山
温
泉
遊
記

（
二
）
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芦
峅
の
一
泊

▼

牛
歩
遅
々
た
る
俥
に
提
灯
の
や
う
に
振
ら
れ
て
乗
っ
て
居
る
よ
り
も
、
徒

◎歩
の
方
が
却
っ
て
心
地
良
く
、
且
つ
歩
み
も
早
か
っ
た
、
最
早
時
計
も
四
時

半
を
過
ぎ
て
居
る
、
道
の
右
は
常
願
寺
川
、
左
は
山
で
、
山
の
森
林
に
は
蜩

が
盛
ん
に
鳴
い
て
居
る

五
人
の
一
行
が
語
り
な
が
ら
行
く
と
何
時
し
か
千

垣
村
に
着
い
た
、
千
垣
は
芦
峅
寺
よ
り
約
一
里
手
前
の
村
で
、
今
日
は
田
祭

り
だ
と
云
ふ
の
で
村
の
人
々
は
皆
ブ
ラ
ブ
ラ
内
に
外
に
遊
ん
で
居
た
。

千
垣
か
ら
半
里
計
り
も
行
く
と
芦
峅
寺
か
ら
人
夫
が
迎
ひ
に
来
た
、
間
も

◎な
く
芦
峅
寺
村
に
着
き
、
寶
泉
坊
と
云
ふ
宿
に
入
っ
た
の
は
六
時
半
頃
で
あ體

っ
た
、
徒
歩
し
た
道
は
遠
く
も
な
い
が
、
俥
で
強
く
揺
ら
れ
た
為
可
な
り

が
疲
れ
て
居
た
、
草
鞋
を
解
い
て
座
敷
へ
上
っ
た
、
宿
屋
と
云
っ
た
処
で
立

山
登
山
者
の
為
め
に
普
通
の
民
家
が
宿
屋
の
免
許
を
受
け
て
居
る
と
云
う
だ

け
で
、
総
て
の
感
じ
が
山
家
で
一
泊
を
乞
ふ
た
と
云
ふ
気
分
で
あ
る
。

此
時
砂
防
の
副
主
任
久
保
技
手
が
訪
問
さ
れ
た
、
久
保
君
は
我
々
に
砂
防

◎工
事
を
案
内
す
べ
く
、
態
々
（
わ
ざ
わ
ざ
）
立
山
温
泉
か
ら
此
処
ま
で
迎
ひ

に
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
我
々
は
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
大
宮
境
内
へ
散
歩
に

行
っ
た
、
大
宮
は
即
ち
此
村
の
鎮
守
で
其
由
来
は
昨
年
詳
し
く
書
い
た
か
ら

再
び
茲
に
繰
返
す
必
要
は
な
い
、
只
其
荘
厳
無
比
の
神
苑
、
亭
々
と
し
て
天

を
摩
す
る
幾
百
本
の
大
杉
は
何
時
見
て
も
神
々
し
き
感
に
打
た
れ
る
、
渋
谷

魚
住
両
君
は
初
め
で
あ
る
の
で
寧
ろ
驚
異
の
眼
を
瞠
り
、
此
ん
な
立
派
な
霊

境
が
富
山
県
に
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
嘆
称
し
て
居
た
。

宿
に
帰
る
と
最
う
ラ
ン
プ
が

い
て
間
も
な
く
夕
食
の
膳
が
出
た
、
一
二

◎

點

杯
傾
け
た
時
、
之
れ
も
我
々
を
案
内
す
る
為
め
の
寺
井
県
書
記
が
富
山
か
ら
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自
転
車
で
到
着
さ
れ
た
、
我
一
行
に
は
左
党
の
勇
者
が
居
る
、
杉
木
菅
原
両

君
の
如
き
は
其
れ
で
、
殊
に
菅
原
君
は
稼
業
も
酒
屋
で
其
底
力
量
る
べ
か
ら

ず
で
あ
る
、
山
宿
の
料
理
な
れ
ば
我
々
が
平
素
味
ふ
事
の
出
来
ぬ
珍
し
い
も

の
が
多
く
、
其
中
で
も
独
活
の
胡
麻
ア
ヒ
は
最
も
風
味
が
あ
っ
た
の
で
、
一

行
中
の
某
氏
が
給
仕
の
女
に
お
代
り
を
要
求
し
、
お
生
憎
様
を
食
っ
た
な
ど

の
愛
嬌
も
あ
っ
た
。

一
座
の
メ
ー
ト
ル
大
に
挙
が
ら
ん
と
す
る
時
、
こ
の
村
の
佐
伯
静
君
が
支

◎配
人
の
佐
伯
輝
光
君
を
我
々
の
処
に
派
し
て
、
慰
労
と
し
て
ビ
ー
ル
一
打
を

贈
ら
れ
た
、
静
君
は
現
に
金
沢
市
に
出
て
米
穀
仲
買
人
を
為
し
成
功
者
の
一

人
で
あ
っ
て
、
目
下
此
村
に
宏
壮
な
る
家
屋
を
建
築
中
で
あ
る
、
尚
静
君
は

故
郷
の
発
展
を
図
ら
ん
が
為
近
頃
此
村
に
立
山
信
用
株
式
会
社
を
興
し
、
前

記
の
佐
伯
輝
光
君
は
其
常
務
取
締
役
で
あ
る
、
我
々
は
輝
光
君
よ
り
此
村
の

歴
史
伝
説
等
に
就
い
て
極
め
て
趣
味
あ
る
話
を
多
く
聞
い
た
、
何
分
に
も
此

村
の
大
宮
は
佐
伯
有
頼
が
立
山
開
山
の
当
時
造
営
し
た
も
の
だ
と
云
は
れ
る

位
で
あ
る
か
ら
詳
し
く
調
査
し
た
ら
多
く
の
歴
史
的
事
実
を
発
見
す
る
に
相

違
あ
る
ま
い
。

斯
く
て
我
々
は
夕
食
を
済
ま
し
た
の
は
漸
く
九
時
半
、
明
朝
は
早
く
出
発

◎す
る
と
云
ふ
の
で
十
時
頃
寝
に
就
い
た
、
蚊
は
少
な
い
け
れ
ど
蚊
帳
な
し
に

は
寝
ら
れ
ぬ
。

立
山
温
泉
遊
記

（
三
）
荒
廃
せ
る
閻
魔
堂

▼
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◎
芦
峅
寺
村
は
立
山
登
山
者
に
取
り
て
は
最
も
大
切
な
村
で
あ
る
、
之
よ
り

奥
に
は
最
早
人
家
が
無
い
か
ら
登
山
者
は
皆
此
村
で
一
泊
し
、
登
山
の
準
備

を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
村
は
海
抜
千
五
百
尺
の
山
中
に
あ
れ
ど
、
戸
数
は

百
四
十
戸
も
あ
っ
て
山
奥
に
は
珍
し
い
大
村
で
あ
る
、
登
山
者
の
為
に
村
内

全
部
宿
屋
営
業
を
為
し
、
旅
舎
取
締
所
な
ど
も
あ
る
、
維
新
前
迄
は
芦
峅
寺

に
三
十
六
坊
、
岩
峅
寺
に
十
二
坊
合
わ
せ
て
四
十
八
坊
の
僧
舎
が
あ
り
、
皆

立
山
に
付
属
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
立
山
権
現
が
神
社
と
な
る
と
同
時
に

皆
神
官
と
な
っ
て
、
今
尚
僧
侶
で
居
る
の
は
芦
峅
寺
に
一
軒
し
か
な
い
。

◎
村
民
は
自
ら
立
山
の
開
祖
佐
伯
有
頼
の
後
裔
な
り
と
称
し
て
、
大
部
分
佐

伯
姓
を
名
乗
り
、
全
村
百
四
十
戸
の
内
百
戸
余
り
は
佐
伯
姓
、
三
十
戸
が
志

鷹
姓
で
、
外
に
数
戸
異
な
っ
た
姓
は
あ
る
が
、
之
は
此
村
の
古
有
の
住
民
で

は
な
く
し
て
他
か
ら
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
、
此
村
の
は
斯
く
同
姓
が
多
い

為
に
同
姓
同
名
が
非
常
に
多
く
、
殊
に
女
子
に
於
て
最
も
甚
だ
し
く
、
実
際

上
甚
だ
困
る
事
も
あ
る
さ
う
で
あ
る
。

◎
明
く
れ
ば
十
八
日
、
大
勉
強
で
五
時
に
起
床
し
た
、
此
村
の
人
は
朝
食
を

早
く
出
す
事
に
は
慣
れ
て
居
る
の
で
、
顔
を
洗
ふ
と
直
ぐ
膳
が
出
た
、
而
し

て
大
き
な
握
り
飯
が
恰
も
お
土
産
物
の
如
く
差
出
さ
れ
た
、
此
処
で
一
行
は

、

、

、

、

、

、

全
然
服
装
を
換
へ

草
鞋

脚
絆

笠

茣
蓙

金
剛
杖
等
に
身
を
固
め
た

聊
か
物
々
し
い
扮
装
で
あ
る

昨
日
の
一
行
五
人
に
比
し
今
日
は
東
同
役

マ

、

（

マ
・
同
道
役
の
誤
記
か
？
）
の
久
保
技
手
、
寺
井
県
書
記
並
に
釜
ヶ
淵
信
用

組
合
の
金
山
政
範
君
も
我
々
が
出
発
間
際
に
来
て
加
わ
っ
た
、
斯
く
て
我
々

愈
よ
芦
峅
寺

は
六
時
に
寶
泉
坊
を
出
て
、
大
宮
境
内
で
記
念
の
撮
影
を
為
し

村
を
出
発
し
た
。

◎
佐
伯
輝
光
君
は
我
々
を
村
外
れ
ま
で
見
送
ら
れ
た
、
村
を
離
れ
る
処
に
閻

舊
跡
（
旧
址
）
で
、
以
前
は
此

魔
堂
と
云
ふ
の
が
あ
る
、
昔
し
僧
坊
時
代
の
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付
近
に
中
宮
寺
、
姥
堂
其
他
三
途
の
川
だ
の
布
橋
だ
の
と
冥
途
に
象
っ
た
種

ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
之
を
知
る
も
の
さ
い
（
マ
マ
・
さ
え
）

稀
で
あ
る
、
閻
魔
堂
の
如
き
も
大
抵
の
登
山
者
は
之
を
逸
し
て
見
な
い
、
我

々
は
佐
伯
君
の
案
内
に
由
っ
て
幸
ひ
之
を
拝
見
す
る
事
が
出
来
た
。

◎
村
外
れ
の
左
手
に
少
し
小
高
い
処
が
あ
っ
て
、
其
処
へ
上
る
と
夏
草
茫
々

と
生
茂
り
、
其
中
に
間
口
四
五
間
奥
行
三
間
計
り
の
物
置
や
う
な
粗
末
な
建

物
が
あ
る
、
其
れ
が
即
ち
閻
魔
堂
で
、
入
口
の
板
戸
を
開
け
る
と
、
其
処
に

昨
日
あ
た
り
桶
屋
が
仕
事
を
し
て
居
た
と
見
へ
て
木
屑
竹
屑
さ
て
は
肥
桶
の

、

、

や
う
な
も
の
が
乱
雑
に
転
が
り

又
隅
の
方
に
は
茅
を
一
ぱ
い
積
ん
で
あ
る

而
し
て
其
奥
の
方
に
高
い
壇
が
設
け
て
あ
っ
て
其
処
に
閻
魔
大
王
が
五
躰
安

置
し
て
あ
る
、
昔
は
十
大
王
と
云
っ
て
十
躰
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
其
内

五
躰
は
何
れ
か
に
紛
失
し
て
現
在
あ
る
の
は
五
躰
で
あ
る
、
正
面
の
大
王
は

新
し
く
塗
換
へ
て
あ
る
が
、
他
は
昔
の
儘
で
処
々
蝕
は
れ
、
古
色
蒼
然
た
る

、

。

も
の
で
あ
る

昔
か
ら
小
野

注
：
小
野
小
町
の
祖
父

篁

お
の
の
た
か
む
ら

（

*

篁
は
、
毎
晩
冥
府
に
通
い
、
閻
魔
王
庁
で
裁
判
を
手
伝
っ
て
い
た
人
物
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
隠
岐
へ
流
さ
れ
る
と
き

「
わ
た
の
は
ら
八
十
島
か
け
て
こ

、

ぎ
出
ぬ
と
人
に
は
告
げ
よ
あ
ま
の
釣
船
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
の
は
有
名

）
。

、

、

の
作
だ
と
言
伝
へ
ら
れ
て
居
る
さ
う
だ
が

兎
に
角
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る

芦
峅
の
人
は
此
由
緒
あ
る
偶
像
を
瓦
石
同
様
に
捨
て
て
顧
み
ず
、
其
堂
内
も

殆
ど
村
民
の
蹂
躙
に
委
し
て
あ
る
の
は
誠
に
勿
体
な
い
事
で
あ
る
、
何
と
か

永
久
に
保
存
の
途
は
な
い
も
の
乎
。

立
山
温
泉
遊
記

（
四
）
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鬼
ヶ
城
瀑
下
の
昼
食

▼

◎
閻
魔
堂
を
出
て
常
願
寺
川
に
沿
ふ
て
進
む
、
道
は
昨
年
砂
防
道
路
と
し
て

県
で
修
繕
し
た
為
山
路
と
思
は
れ
ぬ
程
坦
々
と
し
て
居
る
、
芦
峅
寺
か
ら
藤

橋
ま
で
人
力
車
を
通
す
事
は
決
し
て
困
難
で
な
い
が
、
只
道
幅
が
狭
い
為
め

荷
馬
車
な
ど
を
除
け
る
に
多
少
困
難
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
比
辺
に
来
る
と

荷
馬
車
及
荷
車
は
皆
例
の
高
松
式
無
限
軌
道
を
着
け
て
居
る
、
挽
子
に
聞
く

と
地
盤
の
固
い
処
は
変
わ
り
は
な
い
が
砂
や
砂
利
の
あ
る
処
は
比
軌
道
を
着

け
る
と
軽
い
と
云
ふ
。

◎
芦
峅
寺
か
ら
藤
橋
ま
で
は
実
測
一
里
一
五
町
で
あ
る
、
坦
途
で
あ
る
か
ら

一
時
間
余
り
に
し
て
藤
橋
に
着
い
た
、
藤
橋
は
称
名
川
に
架
か
っ
て
居
る
橋

で
、
昔
は
藤
蔓
で
吊
っ
て
あ
っ
た
か
ら
比
名
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
砂

防
道
路
が
出
来
た
為
め
立
派
な
木
橋
が
架
か
っ
て
居
る
、
橋
の
附
近
に
は
立

山
温
泉
の
荷
物
取
扱
所
が
あ
っ
て
温
泉
の
番
頭
が
此
処
ま
で
我
々
一
行
を
迎

ひ
に
来
て
居
る
、
一
行
は
此
処
で
休
憩
し
た
、
ま
だ
汗
が
出
る
程
で
も
な
い

が
、
称
名
川
の
清
瀬
で
顔
を
洗
ひ
、
其
れ
か
ら
ビ
ー
ル
や
サ
イ
ダ
を
御
馳
走

に
な
っ
て
大
に
元
気
を
培
養
し
た
。

◎
約
三
十
分
も
休
憩
し
て
か
ら
藤
橋
を
出
発
し
た
、
途
は
漸
次
爪
先
上
が
り

と
な
っ
て
芦
峅
藤
橋
間
に
比
す
れ
ば
難
渋
で
あ
る
が
昨
年
県
で
改
修
し
て
か

ら
は
至
極
善
い
道
と
な
り
、
且
つ
里
程
も
近
く
な
っ
た
、
比
辺
総
て
余
は
昨

年
通
っ
た
途
で
あ
る
か
ら
自
分
は
珍
し
い
事
も
な
い
が
、
渋
谷
魚
住
両
君
は

將
瀧
と
云
ひ
総
て
物
珍
し
さ
う

初
見
参
で
あ
る
の
で
、
山
と
云
ひ
川
と
云
ひ

で
あ
っ
た
、
鬼
ヶ
城
の
嶮
路
に
き
た
の
は
彼
比
れ
十
一
時
で
あ
っ
た
が
、
漸

く
日
盛
り
で
且
つ
道
は
嶮
な
り
、
一
行
大
分
苦
し
さ
を
感
じ
た
、
嶮
路
を
下
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る
処
に
有
名
な
鬼
ヶ
城
の
瀧
が
あ
っ
て
其
下
に
行
く
と
青
嵐
は
シ
ブ
キ
を
吹

い
て
冷
涼
水
の
如
く
流
汗
が
頓
に
（
と
み
に
）
歛
っ
た
（
お
さ
ま
っ
た

。
）

◎
少
し
時
間
は
早
い
が
茲
で
飯
を
食
ふ
事
に
し
た
、
人
夫
の
背
か
ら
芦
峅
の

宿
で
貰
っ
た
南
瓜
の
や
う
な
握
り
飯
を
取
出
す
と
杉
木
君
は
缶
詰
や
酒
な
ど

を
取
出
し
て
、
涼
し
い
瀧
の
下
で
簡
単
な
宴
会
が
始
ま
っ
た
、
盃
は
二
つ
し

か
な
い
の
で
一
人
が
飲
ん
で
居
る
と
一
人
は
羨
ま
し
さ
う
に
見
て
い
る
と
云

ふ
始
末
、
寺
井
君
此
有
様
を
レ
ン
ズ
に
収
め
る
、
時
間
が
充
分
あ
る
と
云
ふ

の
で
彼
此
れ
一
時
間
も
此
処
に
費
し
た
。

◎
十
二
時
過
ぎ
に
鬼
ヶ
城
を
出
発
し
、
途
中
一
二
回
休
ん
で
水
谷
と
云
ふ
処

に
着
い
た
、
此
処
は
立
山
温
泉
よ
り
約
一
里
の
手
前
で
砂
防
の
車
道
は
之
れ

で
切
れ
、
之
か
ら
先
き
砂
防
及
温
泉
の
材
料
物
資
は
総
て
人
夫
の
肩
に
由
っ

て
運
ぶ
の
で
あ
る
、
而
し
て
車
道
と
云
っ
て
も
我
々
が
徒
歩
に
す
ら
苦
し
む

急
坂
が
多
い
の
に
荷
馬
車
は
二
十
五
貫
の
セ
メ
ン
ト
小
樽
三
本
を
積
ん
で
登

る
、
又
人
夫
も
強
力
な
奴
は
其
の
一
本
を
担
い
で
水
谷
か
ら
温
泉
ま
で
一
里

の
山
道
を
平
気
で
運
ぶ
の
は
実
に
人
間
業
と
も
思
わ
れ
ぬ
位
で
あ
る
、
水
谷

、

、

か
ら
先
は
道
は
一
層
嶮
し
く
な
る

九
十
九
折
の
坂
を
登
っ
た
り
降
っ
た
り

約
十
町
計
り
行
く
と
白
岩
瀧
の
処
へ
来
た
。

立
山
温
泉
遊
記

（
五
）
愈

温
泉
に
着
す

▼

（
い
よ
い
よ
）

◎
白
岩
瀧
は
湯
川
の
本
流
に
あ
っ
て
上
下
二
段
と
な
り
、
上
の
は
高
さ
八
十
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五
尺
、
下
の
は
二
十
尺
、
何
れ
も
幅
は
四
五
間
乃
至
七
八
間
あ
る
、
而
し
て

例
の
五
万
圓
を
費
し
た
と
云
ふ
第
一
号
の
砂
防
堰
堤
は
此
瀧
の
上
に
あ
る
の

で
あ
る
、
昨
年
余
の
此
処
へ
来
た
頃
は
工
事
は
大
部
分
出
来
上
が
っ
て
居
た

け
れ
ど
も
、
水
は
尚
此
堰
堤
の
下
に
あ
る
隧
道
を
通
じ
て
流
れ
て
居
た
が
、

今
や
隧
道
を
閉
鎖
し
て
、
高
さ
十
間
の
堰
堤
の
上
か
ら
水
は
大
な
る
瀧
と
な

っ
て
落
下
し
、
白
岩
瀧
と
合
は
せ
三
段
の
飛
瀑
と
な
っ
て
居
る
、
蓋
し
常
願

寺
川
で
は
称
名
瀧
に
次
で
の
壮
観
で
あ
ら
う
。

◎
何
分
此
一
号
堰
堤
の
高
さ
は
十
間
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
下
の
隧
道
を

閉
鎖
せ
ば
上
流
に
水
は
瀦
滞
し
て
一
大
湖
水
を
為
し
、
其
水
圧
で
堰
堤
を
危

く
し
は
せ
ぬ
か
と
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
勾
配
の
急
な
且
つ
土
砂
流

出
の
夥
し
い
常
願
寺
の
事
と
て
湖
水
を
現
し
て
居
た
の
は
ホ
ン
の
暫
ら
く
、

忽
ち
土
砂
で
埋
ま
り
て
上
流
の
川
底
は
堰
堤
の
面
と
平
均
し
、
茲
に
初
め
て

如
何
な
る
洪
水
が
あ
っ
て
も
川
底
の
変
化
せ
な
い
完
全
な
底
固
め
工
事
が
出

来
た
訳
で
あ
る
、
要
す
る
に
一
号
堰
堤
は
巨
額
の
工
費
も
要
し
た
が
、
其
結

果
に
於
て
大
成
功
で
あ
る
、
斯
る
工
作
物
が
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
本
支
の

上
流
全
部
に
出
来
た
な
ら
ば
（
今
現
に
造
り
つ
つ
あ
る
も
）
常
願
寺
の
砂
防

工
事
は
初
め
て
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

◎
此
第
一
号
堰
堤
か
ら
数
十
間
上
流
に
、
川
底
三
十
分
一
の
勾
配
を
保
た
し

め
て
更
に
第
二
号
堰
堤
を
造
る
べ
く
目
下
多
数
の
人
夫
を
使
役
し
て
工
作
中

で
あ
る
、
此
処
は
川
底
に
堰
堤
の
脚
取
り
付
く
べ
き
岩
盤
が
な
い
の
で
、
本

堰
堤
の
前
に
川
底
へ
深
く
掘
込
み
た
る
副
堰
堤
を
作
り
、
以
て
其
安
全
を
保

た
し
む
る
計
画
で
あ
る
、
川
底
を
掘
る
と
云
っ
て
も
数
百
数
千
貫
の
石
が
累

々
と
し
て
転
が
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
其
れ
を
取
除
け
る
事
は
容
易
の
業

で
は
な
い
、
百
貫
内
外
の
も
の
は
数
人
で
吊
っ
て
取
除
け
る
が
、
其
れ
以
上
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の
も
の
に
な
る
と
火
薬
で
爆
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
又
土
石
を
掘
る
際
で
も
往
々

崩
れ
込
む
も
の
も
あ
っ
て
、
其
困
難
と
危
険
は
想
像
に
余
り
あ
る
。

◎
此
白
岩
瀧
の
附
近
へ
は
立
山
温
泉
か
ら
更
に
糧
食
を
持
参
し
て
我
々
を
迎

ひ
に
来
て
居
た
、
蓋
し
我
々
は
此
辺
で
中
食
を
喫
す
る
も
の
と
思
っ
た
ら
し

い
、
而
し
て
瀧
の
傍
ら
の
岩
盤
の
上
に
は
天
幕
を
張
っ
て
あ
る
、
其
れ
が
即

ち
我
々
の
休
憩
所
な
の
で
あ
る
、
鬼
ヶ
城
で
中
食
を
認
め
て
か
ら
一
時
間
余

り
し
か
経
た
ぬ
が
、
御
馳
走
が
変
わ
る
と
又
多
少
は
や
れ
る
も
の
、
涼
し
い

瀧
の
シ
ブ
キ
や
ら
風
や
ら
を
満
身
に
浴
び
て
、
ビ
ー
ル
、
サ
イ
ダ
に
満
腹
す

る
快
味
は
熱
塵
炎
砂
漲
る
市
人
の
到
底
味
ふ
事
の
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
。

◎
一
時
半
頃
に
天
幕
の
中
か
ら
出
た
、
之
よ
り
先
は
山
や
川
は
益
々
荒
れ
果

て
て
、
処
々
新
し
く
崩
壊
し
た
跡
が
見
へ
る
、
其
れ
か
ら
出
原
川
や
泥
谷
川

、

、

の
砂
防
工
事
を
途
す
が
ら
見
て

温
泉
に
着
い
た
の
は
二
時
半
頃
で
あ
っ
た

芦
峅
か
ら
温
泉
ま
で
実
測
四
里
三
十
町
で
あ
る
。

立
山
温
泉
遊
記

（
六
）
温
泉
の
大
宴
会

▼

◎
我
々
が
温
泉
へ
着
く
と
組
織
変
更
後
の
社
長
た
る
べ
き
杉
田
八
郎
左
衛
門

君
、
嘱
託
砂
防
医
の
杉
下
勝
太
郎
君
其
他
の
砂
防
吏
員
等
が
丁
寧
に
迎
へ
ら

れ
た
、
我
々
は
新
浴
場
の
背
後
な
る
特
別
座
敷
に
案
内
を
受
け
た
が
、
山
路

を
五
里
も
歩
い
て
居
る
の
で
可
な
り
疲
れ
て
居
る
、
も
う
之
で
目
的
地
に
着

い
た
と
思
ふ
と
気
が
弛
ん
で
一
時
に
疲
れ
が
出
さ
う
で
あ
る
、
先
ず
何
よ
り
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も
入
浴
と
汗
浸
み
た
洋
服
を
浴
衣
に
着
換
へ
、
一
浴
を
試
み
た
時
の
快
感
は

到
底
筆
紙
の
尽
し
得
る
処
で
は
な
い
。

◎
入
浴
後
涼
風
の
吹
入
る
座
敷
に
転
が
っ
て
居
る
、
余
り
心
地
が
良
い
の
で

身
体
の
目
方
が
五
六
貫
も
軽
く
な
っ
た
や
う
な
気
が
す
る
、
女
中
の
運
ぶ
茶

や
菓
子
は
出
す
に
随
っ
て
平
げ
ら
れ
、
暫
く
は
女
中
も
目
を
廻
し
た
ら
し
か

っ
た
、
女
中
三
四
人
あ
る
が
其
中
の
お
関
さ
ん
と
云
ふ
の
が
美
人
で
あ
る
、

此
温
泉
の
料
理
人
の
妻
君
で
余
が
昨
年
来
た
時
も
お
目
に
か
か
っ
た
筈
で
あ

る
、
又
売
店
に
色
白
の
頗
る
豊
満
な
肉
体
の
所
有
者
で
あ
る
年
増
美
人
が
居

る
、
一
行
の
中
の
誰
か
が
直
ぐ
之
を
発
見
し
て
、
意
味
あ
り
げ
に
未
見
の
人

々
に
吹
聴
し
歩
い
た
が
、
久
保
技
手
君
は
彼
は
決
し
て
怪
し
い
も
の
で
な
い

学
問
が
あ
っ
て
品
性
高
潔
で
と
熱
心
に
其
品
行
を
保
証
し
て
居
た
。

◎
暫
く
休
ん
で
か
ら
杉
田
君
の
案
内
で
温
泉
の
源
を
見
に
行
っ
た
、
源
は
湯

川
の
右
岸
の
低
き
処
に
あ
り
、
之
を
樋
で
左
岸
に
導
き
更
に
水
車
仕
掛
け
の

喞
筒
（
ポ
ン
プ
）
を
以
て
高
き
浴
場
に
送
る
設
備
に
な
っ
て
居
る
、
細
き
電

線
で
吊
っ
て
あ
る
ブ
ラ
ブ
ラ
の
橋
を
渡
っ
て
湯
川
の
右
岸
に
行
く
と
其
処
に

湯
煙
が
濛
々
と
立
昇
っ
て
居
る
、
是
れ
ぞ
湯
の
源
で
あ
る
、
湯
は
岩
石
の
間

よ
り
流
れ
出
で
、
量
は
頗
る
豊
富
で
其
大
部
分
は
湯
川
に
捨
て
て
あ
る
、
湯

跣
足
で
は
歩
け
ぬ
、
聞
く
処
に
依
れ
ば
此
湧

の
出
る
附
近
は
熱
く
し
て
到
底

源
地
は
元
湯
川
の
左
岸
に
あ
っ
た
が
、
安
政
年
間
大
鳶
山
崩
壊
の
際
湯
川
の

流
身
が
変
更
し
た
為
め
、
い
ま
は
右
岸
に
あ
る
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

◎
湯
元
を
見
て
帰
る
と
最
早
五
時
に
近
か
っ
た
、
六
時
頃
に
夕
食
の
膳
が
出

た
、
芸
妓
こ
そ
あ
ら
ね
、
我
々
が
遠
来
の
労
を
慰
む
る
為
め
と
あ
っ
て
、
山

海
の
珍
味
を
集
め
て
あ
る
、
思
ひ
掛
け
ぬ
鯛
の
刺
身
も
あ
っ
た
、
大
鯛
の
焼

物
も
あ
っ
た
、
其
他
一
二
種
の
洋
食
も
あ
り
、
ビ
ー
ル
、
サ
イ
ダ
及
び
日
本
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酒
は
泉
の
如
く
、
電
灯
が
が
な
い
為
め
日
が
暮
れ
る
と
ラ
ン
プ
が
点
い
た
が

蚊
や
虫
が
い
な
い
為
め
清
々
と
心
地
が
宜
い
、
殊
に
此
処
は
海
抜
四
千
五
百

尺
の
高
地
な
れ
ば
黄
昏
頃
よ
り
急
に
涼
し
く
な
っ
て
、
浴
衣
で
は
寒
い
寒
い

と
綿
衣
を
要
求
す
る
も
の
多
く
、
女
中
な
ど
も
何
時
の
間
に
か
袷
羽
織
を
着

け
て
居
る
の
が
あ
る
。

◎
真
夏
と
は
云
ひ
幾
ら
飲
ん
で
も
騒
い
で
も
此
処
は
汗
な
ど
の
出
る
気
遣
は

な
い
、
熱
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
、
仙
境
も
斯
く
や
と
思
は
る
る
計
り
、
玉
山
将

に
崩
れ
ん
と
す
る
頃
菅
原
君
頻
り
に
珍
妙
な
里
謡
を
唄
っ
て
一
行
に
腹
を
抱

え
さ
せ
る
、
又
杉
田
君
は
樵
夫
共
の
音
楽
の
心
得
あ
る
も
の
を
連
れ
て
来
て

胡
弓
尺
八
洋
琴
な
ど
の
合
奏
を
や
ら
せ
る
、
番
頭
も
踊
れ
ば
主
人
も
唄
ふ
遂

に
は
魚
住
君
迄
も
踊
り
出
し
、
山
鳴
り
谷
響
き
て
、
明
日
は
雨
と
も
な
ら
ん

か
と
思
は
る
る
程
、
大
米
突
（
だ
い
メ
ー
ト
ル
）
を
上
げ
て
漸
く
宴
を
徹
し

た
の
は
十
時
頃
、
昼
の
疲
れ
も
あ
る
の
で
一
同
は
直
ち
に
寝
に
就
い
た
。

立
山
温
泉
遊
記

（
七
）
大
鳶
山
に
登
る

▼

◎
開
く
れ
ば
十
九
日
、
砂
防
人
夫
が
起
床
合
図
の
鐘
の
音
に
驚
か
さ
れ
、
五

時
頃
に
床
を
出
た
、
窓
を
開
け
る
と
松
尾
山
の
頂
に
は
東
雲
（
し
の
の
め
）

の
彩
り
赤
く
、
朝
の
嵐
は
寒
さ
を
感
ず
る
程
に
吹
い
て
来
る
。

◎
今
日
も
空
晴
れ
好
天
気
の
や
う
で
あ
る
が
、
杉
田
君
は
午
後
に
は
夕
立
が

降
る
か
も
知
れ
ぬ
と
云
ふ
、
其
れ
は
湯
川
の
下
流
に
方
っ
て
（
あ
た
っ
て
）

鍬
先
山
（
マ
マ
・
鍬
崎
山
）
と
云
ふ
大
き
な
山
が
見
へ
る
、
此
の
山
の
頂
に
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雲
あ
る
時
は
如
何
に
好
晴
な
日
で
も
必
ず
空
模
様
が
悪
く
な
る
、
之
は
多
年

の
経
験
に
由
っ
て
殆
ど
誤
り
が
な
い
と
の
事
で
あ
る
、
成
程
鍬
先
山
の
頂
は

雲
に
隠
れ
て
居
る
、
而
し
て
其
雲
が
次
第
次
第
に
附
近
の
山
々
に
翼
を
擴
め

る
や
う
で
あ
る
。

◎
今
日
我
々
は
如
何
に
し
て
暮
す
か
、
一
日
温
泉
で
寝
転
ん
で
居
る
の
も
面

白
く
な
い
、
其
処
で
前
夜
余
と
杉
木
君
は
湯
川
を
遡
っ
て
ザ
ラ
峠
に
登
り
、

其
れ
か
ら
龍
王
嶽
、
浄
土
山
、
天
狗
平
を
屋
根
伝
へ
に
跋
渉
し
て
立
山
に
登

り
、
弥
陀
ヶ
原
松
尾
峠
を
経
て
帰
っ
て
来
る
筋
書
を
作
っ
て
、
杉
田
君
に
相

談
す
る
と
君
は
頗
る
頑
強
に
反
対
し
た
、
杉
田
君
で
は
其
行
程
は
極
め
て
危

険
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
途
中
で
一
夜
野
宿
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
ん
な
危
険

な
事
を
す
る
よ
り
も
出
し
原
（
マ
マ
）
川
水
源
地
の
砂
防
工
事
を
観
て
貰
ひ

た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
、
仕
方
な
い
か
ら
我
々
は
彼
の
安
政
の
崩
壊
で
有
名

な
大
鳶
山
に
登
る
事
に
決
し
た
。

◎
処
が
朝
起
き
る
と
空
模
様
が
怪
し
い
か
ら
今
日
は
迚
も
大
鳶
の
絶
頂
ま
で

は
行
け
な
い
と
杉
田
君
は
云
ふ
、
大
鳶
の
絶
頂
ま
で
は
一
里
半
も
あ
っ
て
道

、

、

は
非
常
に
嶮
し
い
の
で
あ
る

何
で
も
宜
い
か
ら
行
け
る
処
ま
で
行
か
う
と

朝
食
を
認
め
軽
装
し
て
七
時
頃
に
温
泉
を
出
た
、
一
行
は
杉
木
君
及
び
余
の

外
に
菅
原
、
金
山
、
杉
田
、
寺
井
の
諸
君
で
渋
谷
魚
住
の
両
君
は
脚
を
痛
め

、

。

た
と
て
加
は
ら
な
か
っ
た

而
し
て
久
保
君
は
案
内
役
と
し
て
同
道
さ
れ
た

◎
温
泉
の
背
後
の
妻
ウ
ツ
ギ
の
繁
茂
せ
る
高
原
を
通
り
抜
け
て
泥
谷
川
に
出

た
、
此
辺
の
砂
防
工
事
は
明
治
四
十
年
頃
に
施
行
し
た
も
の
で
、
石
積
工
事

も
積
苗
工
（
つ
み
な
え
こ
う
）
此
好
く
（
み
な
よ
く
）
成
功
し
て
居
る
、
其

れ
か
ら
泥
谷
川
を
渉
っ
て
大
鳶
山
を
目
掛
け
て
登
っ
た
、
此
辺
は
以
前
砂
防
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人
夫
の
通
行
し
た
小
径
は
あ
る
が
、
坂
は
漸
次
急
且
つ
嶮
と
な
る
、
休
ん
で

は
登
り
、
登
り
て
は
休
み
、
彼
れ
此
一
時
間
計
も
登
っ
て
後
を
眼
下
す
る
と

出
し
原
川
の
測
に
あ
る
出
し
原
池
や
、
湯
川
の
右
岸
に
あ
る
鰌
池
な
ど
が
足

の
下
に
見
え
る
、
而
し
て
湯
川
の
両
岸
の
崩
壊
し
た
処
は
夕
焼
け
の
雲
の
如

く
赤
く
輝
い
て
居
る
、
杉
田
君
の
予
言
し
た
如
く
鍬
先
山
の
雲
が
段
々
拡
が

っ
て
今
や
大
鳶
山
の
頂
上
も
隠
れ
、
時
々
我
々
の
眼
の
前
に
薄
い
雲
が
襲
ふ

て
来
る
。

◎
尚
一
時
間
余
も
登
る
と
一
つ
の
山
の
絶
頂
に
来
た
、
最
早
大
鳶
山
の
山
頂

に
来
た
の
か
と
思
ふ
と
ま
だ
ま
だ
、
此
処
は
小
鳶
と
か
云
ふ
の
で
一
つ
の
分

水
嶺
を
為
し
出
し
原
、
泥
谷
、
湯
川
の
三
支
流
は
何
れ
も
此
処
を
水
源
地
と

し
て
流
れ
て
居
る
。

立
山
温
泉
遊
記

（
八
）
本
年
度
の
砂
防

▼

◎
今
我
々
の
立
っ
て
居
る
処
は
俗
に
鳶
山
と
か
称
す
る
山
の
頂
上
で
、
松
尾

峠
と
殆
ど
水
平
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
海
抜
二
千
米
突
（
メ
ー
ト
ル
）
も
あ

る
の
で
あ
ら
う
、
此
山
は
出
し
原
、
泥
谷
、
湯
谷
三
支
流
の
水
源
地
と
な
っ

て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
崩
壊
も
亦
最
も
甚
だ
し
い
か
ら
、
常
願
寺
の
砂
防
工

事
で
は
重
要
視
す
べ
き
地
点
で
あ
る
、
此
鳶
山
か
ら
大
鳶
に
行
く
右
の
方
は

一
の
谷
と
か
云
ふ
処
で
、
鳶
も
通
は
ぬ
や
う
な
千
仭
の
土
砂
の
絶
壁
驚
い
た

の
は
八
十
度
位
の
角
度
で
切
り
立
っ
て
居
る
此
絶
壁
に
も
処
々
積
苗
や
石
張
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の
工
事
を
施
し
て
あ
る
事
で
あ
る
、
抑
も
此
危
険
な
箇
処
で
工
事
を
し
た
も

の
は
人
か
猿
か
将
鳥
か
（
は
た
と
り
か

、
殆
ど
人
間
業
と
は
思
は
れ
ぬ
位
で

）

あ
る
。

◎
而
し
て
此
山
は
傾
斜
が
極
め
て
急
で
あ
る
か
ら
、
既
に
砂
防
工
事
を
施
し

た
処
で
も
再
び
崩
壊
し
、
又
は
崩
壊
せ
ん
と
し
て
大
な
る
亀
裂
を
生
じ
て
居

る
処
が
処
々
に
あ
る
、
以
て
如
何
に
此
方
面
の
防
工
事
（
マ
マ
砂
防
工
事

か
？
）
な
る
も
の
の
難
事
業
で
あ
る
か
を
知
る
べ
き
で
あ
る
、
従
来
積
苗
や

石
張
り
に
重
き
を
置
い
た
砂
防
工
事
が
、
近
年
堰
堤
工
事
に
重
き
を
置
く
に

至
っ
た
の
も
即
ち
之
れ
が
為
め
で
あ
る
。

◎
常
願
寺
の
砂
防
工
事
に
就
て
は
昨
年
の
夏
詳
し
く
書
い
た
か
ら
茲
に
再
び

是
贅
筆
を
費
す
必
要
は
な
い
と
思
ふ
が
、
只
本
年
度
の
工
事
実
施
の
一
班
を

陳
る
と
、
湯
川
筋
に
堰
堤
二
本
護
岸
石
積
一
ヶ
所
、
水
路
張
石
三
ヶ
所
、
積

苗
二
ヶ
所
、
又
西
の
谷
に
は
堰
堤
一
本
、
出
し
原
谷
に
は
同
三
本
、
濁
汁
谷

（
だ
く
と
う
だ
に
？
ニ
ゴ
リ
ダ
ニ
か
？
）
同
一
本
、
和
田
川
筋
に
は
護
岸
積

苗
工
事
等
を
施
す
計
画
で
、
此
外
五
年
度
の
繰
越
工
事
を
合
す
る
と
、
総
工

費
七
万
千
余
円
と
な
る
、
此
外
湯
川
の
上
流
に
は
国
有
林
保
護
の
為
め
農
商

務
省
に
於
て
も
砂
防
工
事
を
や
っ
て
居
る
か
ら
、
目
下
立
山
温
泉
附
近
に
は

数
百
人
の
人
夫
が
立
働
い
て
居
る
。

◎
我
々
は
記
念
の
為
め
鳶
山
の
頂
上
で
撮
影
し
た
、
時
計
を
見
る
と
十
時
過

で
あ
る
、
ま
だ
時
間
も
あ
る
か
ら
余
等
は
更
に
大
鳶
山
の
絶
頂
に
も
登
ら
ん

事
を
欲
し
た
が
、
杉
田
君
は
今
日
は
天
気
が
悪
い
と
て
初
め
か
ら
不
賛
成
で

あ
る
の
で
、
人
夫
に
弁
当
を
持
参
さ
せ
な
か
っ
た
、
で
余
等
は
折
角
此
処
ま

で
来
な
が
ら
大
鳶
山
に
登
る
事
の
出
来
な
い
の
を
非
常
に
遺
憾
と
し
た
、
怨

め
し
さ
う
に
大
鳶
山
を
望
め
ば
其
頂
上
は
農
雲
去
来
し
て
何
と
な
く
不
安
の
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模
様
を
呈
し
て
居
た
。

◎
一
行
は
湯
谷
川
の
水
源
地
か
ら
下
山
の
途
に
就
い
た
、
此
処
は
明
治
四
十

、

、

五
年
と
か
に
大
崩
壊
を
し
た
と
云
ふ
の
で

鉄
気
を
含
ん
だ
赤
黒
い
岩
石
が

血
に
染
み
た
悪
魔
の
死
骸
が
転
が
っ
て
居
る
や
う
に
一
面
に
其
処
等
に
散
乱

し
て
居
る
、
我
々
は
此
小
流
れ
沿
ふ
て
砂
防
工
事
の
状
況
を
視
察
し
つ
つ
山

を
下
っ
た
が
、
全
然
道
な
き
所
な
れ
ば
行
路
頗
る
困
難
を
極
め
、
杉
木
君
の

如
き
は
堰
堤
の
上
か
ら
一
間
計
り
辷
り
落
て
一
行
の
肝
を
ヒ
ヤ
さ
し
た
が
、

幸
に
両
手
に
微
傷
を
負
ふ
た
だ
け
で
事
済
ん
だ
、
此
湯
谷
川
は
下
流
に
下
る

に
随
ひ
瀧
多
く
到
底
其
処
か
ら
下
る
事
が
出
来
な
い
の
で
、
左
岸
の
森
林
の

間
に
小
径
を
求
め
、
温
泉
に
帰
着
し
た
の
は
一
時
頃
で
あ
っ
た
。

立
山
温
泉
遊
記

（
九
）
温
泉
半
日
の
休
養

▼

◎
大
鳶
か
ら
帰
っ
て
湯
に
入
り
飯
を
食
い
終
る
と
彼
れ
此
れ
二
時
で
あ
っ
た

が
、
之
か
ら
半
日
休
ん
で
静
養
す
る
事
に
し
た
、
我
々
は
此
処
い
（
マ
マ
）

来
て
以
来
忙
し
か
っ
た
の
で
、
未
だ
温
泉
の
話
も
詳
し
く
承
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
茲
に
至
っ
て
漸
く
其
機
会
を
得
た
。

◎
立
山
温
泉
は
従
来
杉
田
君
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
今
度
之
を
十
万
円
の
株

式
会
社
と
し
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
現
在
の
立
山
温
泉
の
建
物
地
所
其
他
総

て
の
財
産
、
実
測
七
八
百
町
歩
も
あ
ら
う
か
と
云
ふ
山
林
迄
も
加
へ
て
、
之

を
価
格
四
万
円
と
見
積
り
之
を
会
社
で
買
収
し
、
資
本
金
十
万
円
の
内
七
万
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円
は
杉
田
君
の
出
資
額
で
、
他
の
三
万
円
は
五
百
石
附
近
の
有
志
諸
君
が
出

資
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
現
在
は
其
二
分
の
一
を
払
込
み
て
温
泉
買

収
と
共
に
客
室
の
増
築
及
改
良
を
行
い
又
雇
人
等
を
も
増
し
て
大
い
に
其
設

備
を
改
め
以
て
浴
客
の
吸
収
を
図
る
計
画
で
あ
る
と
云
ふ
。

◎
今
や
砂
防
道
路
が
出
来
て
温
泉
行
き
が
便
利
と
な
っ
た
の
で
浴
客
は
漸
次

増
加
す
る
、
殊
に
七
月
の
末
か
ら
立
山
登
山
者
が
近
年
驚
く
べ
き
勢
い
を
以

て
増
加
し
た
の
で
、
現
在
の
設
備
で
は
温
泉
は
狭
隘
を
感
ず
る
、
故
に
近
々

新
浴
場
の
前
方
に
あ
る
古
き
建
物
を
破
壊
し
て
茲
に
広
大
な
る
一
棟
を
建
て

る
筈
だ
と
云
ふ
、
杉
田
君
は
薬
師
堂
か
ら
温
泉
の
縁
起
を
持
出
し
て
来
て
見

せ
ら
れ
た
が
、
其
れ
に
は
面
白
い
神
話
的
の
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。

◎
温
泉
附
近
は
何
分
深
山
で
あ
る
か
ら
動
物
は
少
な
い
や
う
だ
、
獣
類
は
滅

多
に
見
る
こ
と
は
出
来
ぬ
が
、
森
林
中
に
は
杜
鵑
（
ほ
と
と
ぎ
す

、
山
鳩
、

）

鶯
が
沢
山
居
る
、
之
等
の
鳥
の
啼
声
が
長
閑
で
悠
暢
（
ゆ
う
ち
ょ
う
）
で
何

と
も
形
容
の
出
来
な
い
霊
妙
な
感
じ
を
人
に
与
へ
る
、
事
に
杜
鵑
の
啼
声
は

近
く
で
聴
く
よ
り
も
遠
く
で
聴
く
方
が
一
層
幽
妙
で
あ
る
、
又
温
泉
の
背
後

の
灌
木
の
原
の
小
流
れ
な
ど
に
は
河
鹿
（
か
じ
か
）
も
少
し
居
る
や
う
だ
、

大
鳶
か
ら
の
帰
り
路
に
流
れ
の
縁
で
河
鹿
の
麗
朗
な
鳴
声
を
聴
い
た
か
ら
、

一
行
は
之
を
捕
へ
る
べ
く
其
処
等
を
捜
索
す
る
と
数
疋
の
太
っ
た
河
鹿
を
発

見
し
た
、
漸
く
に
し
て
之
を
捕
へ
温
泉
へ
持
帰
っ
て
河
鹿
通
の
人
夫
に
鑑
定

を
乞
ふ
と
、
悉
く
只
の
蛙
で
あ
る
と
の
事
、
一
同
オ
ヤ
オ
ヤ
と
開
い
た
口
が

塞
が
ら
な
か
っ
た
。

◎
午
後
六
時
過
ぎ
か
ら
砂
防
吏
員
一
同
を
加
へ
て
晩
餐
会
が
始
ま
っ
た
、
総

人
員
二
十
人
計
り
も
あ
っ
て
此
温
泉
で
は
希
有
の
大
宴
会
で
あ
る
、
御
馳
走
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は
大
い
に
豊
富
で
西
瓜
や
バ
ナ
ナ
な
ど
も
出
た
、
深
山
の
温
泉
場
と
し
て
斯

く
物
資
の
豊
富
な
の
に
余
は
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
、
宴
は
前
夜
に
も
増
し
て

盛
ん
で
あ
る
、
砂
防
吏
員
諸
君
の
中
に
は
左
党
の
勇
者
や
、
隠
し
芸
の
粋
人

が
居
て
、
杉
下
君
の
浪
花
節
な
ど
が
最
も
喝
采
を
博
し
た
、
唄
ふ
、
踊
る
、

吟
ず
る
、
何
処
か
ら
来
た
か
古
ぼ
け
た
三
味
線
ま
で
も
加
は
っ
た
、
弾
き
手

は
お
関
姐
さ
ん
で
あ
る
、
主
客
時
の
移
る
も
知
ら
ず
、
歓
楽
の
底
を
叩
い
て

漸
く
宴
を
徹
し
た
の
は
十
一
時
過
、
一
同
は
寝
前
の
一
浴
を
試
む
べ
く
戸
外

に
出
れ
ば
、
浄
土
山
か
ら
吹
き
来
る
寒
い
颪
（
お
ろ
し
）
は
肌
に
滲
み
込
む

が
如
く
で
あ
る
。

立
山
温
泉
遊
記

（
十
）
温
泉
を
辞
す

▼

◎
明
く
れ
ば
二
十
日
、
今
日
は
逾
よ
温
泉
を
辭
し
、
午
後
五
時
五
百
石
発
の

軽
鉄
に
乗
っ
て
帰
富
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
早
朝
温
泉
を
出
発
す
る
筈
で

あ
っ
た
が
、
前
夜
の
晩
餐
会
が
祟
っ
て
ツ
イ
寝
過
ご
し
た
、
其
れ
で
も
五
時

半
頃
に
起
床
し
て
名
残
の
一
浴
を
試
み
、
室
に
帰
る
と
直
ぐ
膳
が
出
た
、
実

は
我
々
は
此
温
泉
に
来
て
密
か
に
希
望
し
て
居
た
の
は
此
深
山
の
珍
し
い
野

生
的
植
物
を
以
て
拵
へ
た
料
理
を
食
は
ん
事
で
あ
っ
た
、
け
れ
ど
も
温
泉
の

料
理
人
は
其
ん
な
も
の
は
一
向
遠
来
の
客
を
悦
ば
す
に
足
ら
ぬ
も
の
と
思
っ

て
居
る
ら
し
く
、
昨
日
も
一
昨
日
も
多
種
な
高
等
料
理
を
以
て
我
々
の
膳
部

が
飾
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
然
る
に
今
朝
こ
そ
は
逾
よ
我
々
の
宿
望
を
達
成
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、

、

、

、

し
た

独
活

ス
ス
筍

蕗
其
他
の
野
生
植
物
の
極
く
新
鮮
な
柔
か
い
の
が

料
理
人
の
非
凡
な
手
腕
を
以
て
調
理
さ
れ
、
其
芳
烈
な
香
味
が
我
々
が
決
別

の
食
事
に
最
大
の
満
足
を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

◎
朝
食
を
終
る
と
同
時
に
出
発
の
準
備
に
係
っ
た
、
杉
田
君
は
此
温
泉
特
産

の
蓬
ね
り
及
湯
の
花
を
土
産
物
と
し
て
我
々
に
贈
ら
れ
た
、
共
に
胃
腸
病
な

ど
に
特
効
の
あ
る
も
の
だ
と
の
事
、
我
々
が
出
発
準
備
の
為
め
座
敷
中
は
恰

も
玩
具
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
や
う
な
狼
藉
と
な
っ
た
、
而
し
て
杉
木
君
と

渋
谷
君
と
は
襯
衣
（
シ
ャ
ツ
）
が
見
当
た
ら
ぬ
と
て
裸
体
の
ま
ま
で
右
往
左

往
血
眼
に
な
っ
て
居
る
、
女
中
も
番
頭
も
手
伝
っ
て
探
し
た
が
何
う
し
て
も

見
当
た
ら
ぬ
、
昨
日
外
に
乾
し
て
あ
っ
た
の
を
何
者
か
が
失
敬
し
た
の
で
あ

ら
う
と
断
定
さ
れ
た
が
、
素
肌
に
上
着
を
着
け
る
事
も
出
来
ぬ
の
で
困
っ
て

居
る
と
、
杉
田
君
は
ど
う
も
申
訳
が
な
い
と
て
間
に
合
わ
せ
に
冬
物
の
襯
衣

の
新
し
い
の
を
二
枚
持
っ
て
来
た
、
両
君
は
之
を
着
て
漸
く
無
事
に
帰
る
事

が
出
来
た
。

◎
七
時
半
頃
温
泉
を
出
発
し
た
、
杉
田
杉
下
両
君
及
砂
防
吏
員
の
重
な
る
諸

君
は
夫
れ
ぞ
れ
途
中
ま
で
送
ら
れ
た
、
帰
り
は
下
り
で
あ
る
か
ら
歩
み
は
頗

る
疾
い
、
出
し
原
の
堰
堤
工
事
を
視
て
一
寸
時
間
を
費
し
た
が
、
後
は
所
謂

、

、

、

一
瀉
千
里
の
勢

鬼
ヶ
城
ま
で
一
気
に
下
っ
て

其
瀧
下
で
一
先
づ
休
憩
し

瀧
の
清
水
を
掬
し
て
汗
を
拭
ふ
た
。

◎
此
処
か
ら
道
は
次
第
に
良
く
な
る
の
で
足
は
益
々
捗
る
、
是
れ
又
一
気
に

藤
橋
ま
で
下
り
、
温
泉
の
荷
物
取
次
所
に
入
っ
て
時
計
を
見
る
と
十
時
を
少

し
過
ぎ
て
い
る
、
予
定
よ
り
も
早
く
到
着
し
、
ま
だ
時
間
は
早
い
が
日
程
通

り
此
処
で
昼
食
を
認
め
た
。
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◎
此
時
上
市
町
の
松
井
宗
八
君
等
の
経
営
に
係
る
立
山
鉱
業
所
の
使
い
な
り

と
て
一
人
の
男
が
来
て
、
鉱
業
所
で
は
今
記
者
団
の
視
察
を
乞
ふ
べ
く
昼
食

の
要
意
（
マ
マ
用
意
）
を
し
て
待
っ
て
居
る
か
ら
、
今
直
ぐ
一
緒
に
行
っ
て

貰
ひ
た
い
と
藪
か
ら
棒
の
話
で
あ
る
、
立
山
鉱
業
所
と
は
此
藤
橋
か
ら
十
六

七
町
計
り
称
名
川
に
沿
ふ
て
遡
っ
た
処
に
あ
る
、
硫
黄
製
造
其
他
の
鉱
業
を

経
営
す
る
工
場
で
あ
る
。

立
山
温
泉
遊
記

（
十
一
）
立
山
鉱
業
の
事
業

▼

、

、

◎
一
九
日
の
午
後
で
あ
っ
た

何
処
か
ら
か
立
山
温
泉
へ
電
話
が
か
か
っ
て

立
山
鉱
業
所
を
視
察
し
て
貰
ひ
た
い
途
の
事
で
あ
っ
た
、
我
々
は
立
山
鉱
業

所
は
松
井
君
等
の
経
営
た
る
事
を
知
る
も
、
何
処
に
あ
る
か
を
知
ら
ず
、
且

つ
当
時
一
行
中
に
は
不
在
の
も
の
も
あ
っ
た
の
で
、
後
で
相
談
し
て
置
か
う

と
答
へ
て
電
話
を
切
っ
た
、
然
る
に
鉱
業
所
で
は
我
々
が
視
察
を
承
諾
し
た

も
の
と
決
定
し
て
、
我
々
を
迎
ふ
る
準
備
を
為
し
、
我
々
の
下
山
す
る
時
間

を
見
計
ら
っ
て
藤
橋
ま
で
事
務
員
を
出
迎
は
し
た
の
で
あ
る
。

◎
我
々
は
成
べ
く
松
井
君
の
希
望
に
副
へ
（
マ
マ
）
た
い
が
、
今
と
な
っ
て

は
其
時
間
が
無
い
、
殊
に
日
程
以
外
に
十
六
七
町
の
山
路
を
往
復
す
る
と
云

ふ
事
は
容
易
の
事
で
は
な
い
の
で
、
我
々
が
此
処
で
食
事
を
し
て
休
ん
で
居

、

、

る
故

松
井
君
に
此
処
ま
で
来
て
貰
ひ
た
い
と
其
事
務
員
を
返
し
て
や
っ
た

事
務
員
は
宙
を
飛
ん
で
鉱
業
所
に
駆
付
け
小
一
時
間
も
経
つ
と
松
井
君
は
人

- 24 -

夫
に
ビ
ー
ル
や
缶
詰
を
背
負
は
せ
て
、
余
程
急
い
だ
も
の
と
見
へ
流
汗
淋
漓

と
し
て
や
つ
て
来
た
。

◎
我
々
は
既
に
満
腹
し
て
居
る
の
に
松
井
君
は
頻
り
に
ビ
ー
ル
を
侑
め
る
、

我
々
は
成
べ
く
詳
細
に
鉱
業
所
の
内
容
を
承
り
た
か
っ
た
が
、
前
途
を
急
ぐ

、

、

為
ホ
ン
の
概
略
を
聴
集
し
た

松
井
君
の
説
明
に
依
る
と
同
鉱
業
所
は
硫
黄

、

、

（

、

）

、

二
酸
化
炭
素

硫
黄
華

カ
ー
ワ
イ
ド

マ
マ

カ
ー
バ
イ
ト

苛
性
曹
達

曹
達
灰
、
窒
素
肥
料
等
を
製
造
す
る
目
的
で
、
之
が
為
め
に
称
名
ヶ
瀧
を
利

用
し
て
六
千
馬
力
の
発
電
を
計
画
し
、
硫
黄
採
鉱
の
為
に
は
地
獄
谷
三
十
万

坪
の
鉱
区
を
出
願
し
て
既
に
許
可
を
得
て
居
る
が
、
此
硫
黄
鉱
は
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
純
分
を
含
み
、
松
井
君
は
自
ら
日
本
一
と
称
し
て
居
る
、
又

カ
ー
ワ
イ
ド
や
曹
達
の
原
石
採
掘
の
為
め
立
山
国
有
林
字
七
姫
と
云
ふ
処
を

既
に
数
千
万
歩
出
願
し
て
居
る
が
、
其
原
石
石
灰
岩
は
頗
る
純
良
な
る
も
の

に
て
藤
橋
附
近
に
は
露
出
し
て
居
る
の
を
見
る
と
色
は
純
白
で
あ
る
。

◎
地
獄
谷
か
ら
硫
黄
を
出
す
に
は
弥
陀
ヶ
原
に
林
道
を
設
け
、
其
処
に
運
送

自
動
車
を
通
じ
、
又
製
造
所
と
弥
陀
ヶ
原
と
の
間
は
千
仭
の
断
崖
を
為
し
、

自
動
車
を
通
ず
る
事
が
出
来
な
い
の
で
、
此
処
は
運
行
機
を
以
て
鉱
石
を
運

ぶ
予
定
で
あ
る
、
経
営
者
は
松
井
宗
八
及
松
本
常
之
氏
等
で
あ
る
が
、
其
後

援
者
は
三
井
系
の
成
金
小
塚
貞
美
氏
で
あ
る
か
ら
資
金
の
供
給
及
製
品
の
販

売
等
に
は
毫
も
心
配
を
要
せ
ぬ
と
松
井
君
の
鼻
息
は
頗
る
荒
い
、
松
井
君
の。

話
で
は
八
月
十
日
頃
に
硫
黄
鉱
の
出
し
初
を
す
る
予
定
だ
と
の
事
で
あ
っ
た

◎
我
々
は
非
常
に
急
い
で
居
る
の
で
、
早
々
之
れ
だ
け
の
話
を
聴
き
何
れ
製

造
所
は
後
日
再
び
出
掛
け
て
拝
見
す
る
と
約
束
し
て
松
井
君
と
別
れ
藤
橋
を

出
発
し
た
、
半
ば
駆
足
で
歩
い
た
の
で
芦
峅
寺
ま
で
約
一
里
半
の
処
を
一
時
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間
で
着
い
た
、
寶
泉
坊
に
預
け
て
置
い
た
荷
物
を
受
取
っ
て
、
更
に
一
里
計

り
歩
い
て
千
垣
に
着
く
と
五
百
石
か
ら
腕
車
が
迎
ひ
に
来
て
居
た
、
此
処
で

草
鞋
を
靴
に
履
換
へ
逾
よ
車
上
の
人
と
な
っ
た
。

◎
五
百
石
に
着
い
た
の
は
四
時
少
し
過
ぎ
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
と
て
同
地
の

東
雲
楼
に
案
内
さ
れ
、
此
処
で
ビ
ー
ル
等
の
饗
応
を
受
け
、
停
車
場
に
行
く

と
軽
鉄
の
青
山
君
が
出
迎
は
れ
、
五
時
杉
木
菅
原
の
両
君
並
に
五
百
石
有
志

諸
君
に
別
れ
て
軽
鉄
に
乗
り
、
帰
富
の
途
に
着
い
た

（
完
）

。


